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国
鉄
分
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・
民
営
化
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対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１９４号
2026年７月１８日

東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
８
３
６
筆
（
26
年
７
月
18
日
）

東京高裁・
阪本裁判長 証人申請却下弾劾

で
集
会
は
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

　
基
調
報
告
で
は
「
国
鉄
闘
争
の
歴

史
的
勝
利
を
か
ち
と
り
11
月
集
会

へ
」
と
題
し
、
７
月
16
日
の
第
３
回

裁
判
の
結
集
を
呼
び
か
け
、
労
働
運

動
の
変
革
に
向
け
た
11
月
労
働
者
集

会
運
動
が
強
調
さ
れ
た
。

　
11
月
集
会
の
地
平
は
、
日
本
労
働

運
動
の
変
革
と
階
級
的
労
働
運
動
の

建
設
と
い
う
大
テ
ー
マ
を
正
面
か
ら

掲
げ
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
組
織
化

を
継
続
し
て
き
た
点
、
さ
ら
に
画
期

的
な
国
際
連
帯
を
築
い
て
き
た
点
に

あ
る
と
さ
れ
た
。
階
級
的
労
働
運
動

は
、「
労
働
運
動
全
体
の
た
め
、
労

働
者
階
級
全
体
の
た
め
に
闘
え
る
か

ど
う
か
」
に
そ
の
核
心
が
あ
る
と
し

て
、
戦
争
阻
止
の
課
題
に
お
い
て
鋭

く
問
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
。

　
現
在
の
労
働
運
動
・
労
働
組
合
に

問
わ
れ
て
い
る
課
題
と
し
て
、
中
国

侵
略
戦
争
や
改
憲
阻
止
を
訴
え
、
さ

ら
に
戦
時
下
に
お
け
る
労
働
政
策
の

歴
史
的
転
換
と
の
対
決
、
連
合
路
線

と
対
決
す
る
労
働
運
動
の
構
築
が
提

起
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
国
会
前
に
結

集
す
る
反
戦
の
怒
り
を
一
過
性
に
終

わ
ら
せ
ず
、
持
続
的
な
労
働
者
階
級

の
団
結
へ
と
組
織
化
す
る
こ
と
、
そ

し
て
労
働
者
自
身
の
手
に
よ
る
真
の

労
働
者
階
級
の
党
の
建
設
が
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
今
年
の
11
月
集
会
は
従

来
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、「
第
二

期
11
月
集
会
運
動
」
と
し
て
新
た
に

出
発
す
る
決
意
が
示
さ
れ
た
。

認
め
な
い
な
ら
証
人
を
採
用
す
る
」

と
明
言
し
た
。
中
労
委
・
Ｊ
Ｒ
は「
認

め
な
い
」
と
回
答
し
た
。
そ
れ
な
ら

ば
証
人
を
採
用
す
る
以
外
な
い
。
こ

れ
が
公
開
の
法
廷
で
決
定
さ
れ
た
こ

　
し
か
し
、
東
京
高
裁
・
国
家
権
力

は
た
だ
ち
に
裁
判
長
を
地
方
に
異
動

さ
せ
、
新
た
に
阪
本
勝
を
裁
判
長
に

据
え
た
。
そ
し
て
、
阪
本
は
何
一
つ

説
明
す
る
こ
と
も
な
く
「
い
ず
れ
の

１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
裁
判 

前
回
裁
判
で「
証
人
採
用
」を
明
言

解
雇
撤
回
と
戦
争
阻
止
を
掲
げ
全
国
集
会

韓
国
・
イ
ラ
ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
豪
州
か
ら
連
帯
の
発
言

証
人
も
必
要
性
が
な
い
」
と
言
い

放
っ
た
の
だ
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
団
は
た
だ

ち
に
忌
避
を
申
し
立
て
て
裁
判
は
中

断
。法
廷
は
怒
り
の
声
に
包
ま
れ
た
。

　「
な
ぜ
井
手
、
深
澤
が
来
て
い
な

い
の
か
」「
40
年
以
上
闘
っ
て
き
て
、

決
着
を
見
届
け
な
い
わ
け
に
い
か

な
い
」「
裁
判
長
が
変
わ
れ
ば
法
廷

で
の
決
定
も
関
係
な
く
な
る
の
か
」

「
言
っ
て
る
こ
と
が
全
然
違
う
じ
ゃ

な
い
か
」「
恥
を
知
れ
！
」

　
な
ん
の
正
義
性
も
な
い
裁
判
所
は

ま
と
も
に
制
止
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
徹
底
的
に
怒
り
を
た
た
き
つ
け

て
総
括
集
会
へ
と
移
っ
た
。

２
４
０
人
が
高
裁
包
囲

　
裁
判
に
先
立
っ
て
東
京
高
裁
を
包

囲
す
る
デ
モ
を
闘
っ
た
。
全
国
か
ら

２
４
０
人
の
仲
間
が
集
ま
り
、「
井

手
・
深
澤
を
証
人
に
採
用
し
ろ
」
と

訴
え
た
。

　
デ
モ
出
発
前
、
関
委
員
長
、
中
村

副
委
員
長
、
三
里
塚
反
対
同
盟
の
伊

藤
さ
ん
、
動
労
総
連
合
水
戸
の
照
沼

委
員
長
、
支
援
す
る
会
の
織
田
事
務

局
次
長
が
ア
ピ
ー
ル
。
裁
判
後
の
総

括
集
会
で
は
、
弁
護
団
、
争
議
団
の

ほ
か
動
労
総
連
合
や
地
域
で
と
も
に

闘
う
仲
間
か
ら
発
言
を
受
け
た
。

　
裁
判
は
裁
判
長
の
忌
避
を
め
ぐ
る

争
い
の
間
は
中
断
さ
れ
る
。
そ
の
間

に
Ｊ
Ｒ
・
裁
判
所
を
徹
底
的
に
追
い

詰
め
て
、
証
人
採
用
を
認
め
さ
せ
る

と
い
う
新
た
な
闘
い
の
段
階
に
入
っ

た
。
さ
ら
な
る
闘
い
と
署
名
の
拡
大

を
か
ち
と
り
、
井
手
・
深
澤
を
何
と

し
て
も
法
廷
に
引
き
ず
り
出
そ
う
！

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！
　

国
鉄
闘
争
の
勝
利
ま
で
断
固
闘
い
抜

こ
う
！

　
こ
れ
が
裁
判
所
の
姿
か
、
国
家
的

不
当
労
働
行
為
の
真
実
を
隠
ぺ
い
す

る
た
め
な
ら
裁
判
所
自
ら
法
廷
の
場

で
の
決
定
を
踏
み
に
じ
る
の
か
。

　
東
京
高
裁
で
７
月
16
日
に
開
催
さ

れ
た
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
裁
判
の

第
３
回
控
訴
審
で
は
、
新
た
に
裁
判

長
と
し
て
や
っ
て
き
た
阪
本
勝
が
井

手
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
元
会
長
、
深
澤
・

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
長
の
証
人
申
請
を
却

下
し
て
き
た
。
絶
対
に
許
せ
な
い
。

　
今
回
の
裁
判
で
、
国
鉄
分
割
・
民

営
化
が
、
国
家
権
力
の
根
幹
を
揺
る

が
す
闘
い
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き

り
し
た
。
そ
し
て
、
戦
時
下
に
お
け

る
国
家
権
力
に
よ
る
大
反
動
が
今
回

の
証
人
申
請
却
下
だ
。

　
腐
り
き
っ
た
裁
判
所
を
粉
砕
し
、

真
実
を
暴
き
出
し
、
解
雇
撤
回
・
Ｊ

Ｒ
復
帰
ま
で
断
固
闘
い
抜
こ
う
。

　
そ
も
そ
も
前
回
裁
判
で
裁
判
長
は

「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
の
不
当
労
働
行
為
を

渡
辺
書
記
長
、
動
労
連
帯
高
崎
の
木

村
書
記
長
、
動
労
東
京
環
境
ア
ク
セ

ス
支
部
の
宮
本
支
部
長
か
ら
行
わ
れ

た
。
廃
線
化
と
の
闘
い
を
、
久
留
里

線
と
地
域
を
守
る
会
の
三
浦
代
表
、

北
海
道
か
ら
呼
び
か
け
人
の
浅
川
雅

己
さ
ん
が
報
告
し
た
。

　
各
地
か
ら
の
報
告
と
決
意
と
し

て
、
日
教
組
奈
良
市
、
日
本
機
械
工

業
労
組
、
全
学
連
が
発
言
し
、
集
会

決
議
案
を
読
み
上
げ
ら
れ
た
。ま
た
、

高
裁
署
名
が
１
万
筆
を
超
え
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
最
後
に
発
言
者
全

員
が
登
壇
し
、「
団
結
が
ん
ば
ろ
ー
」

　
国
際
連
帯
の
発
言
で
は
、
韓
国
鉄

道
労
組
ソ
ウ
ル
地
本
の
４
人
が
登
壇

し
、
カ
ン
・
ジ
ョ
ン
ナ
ム
本
部
長
が

発
言
し
た
。
続
い
て
在
日
イ
ラ
ン
人

女
性
が
登
壇
し
、「
イ
ラ
ン
の
人
び

と
は
こ
の
不
正
義
に
絶
対
に
屈
し
な

い
」
と
述
べ
、
侵
略
戦
争
へ
の
強
い

怒
り
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
、
在
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
署
名
に
取

り
組
ん
で
い
る
公
務
員
労
組
委
員
長

か
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
職
場
に
お
け
る
闘

い
の
報
告
と
決
意
が
、
動
労
千
葉
の

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
は
７
月
11

日
、
千
葉
文
化
セ
ン
タ
ー
で
全
国
集

会
を
開
催
し
、
４
７
０
人
が
集
ま
っ

た
。
動
労
総
連
合
水
戸
の
照
沼
委
員

長
と
、
改
憲
・
戦
争
大
行
進
東
京
の

仲
間
の
司
会
。
開
会
あ
い
さ
つ
は
呼

び
か
け
人
の
金
元
重
さ
ん
が
行
い
、

三
里
塚
空
港
反
対
同
盟
の
市
東
孝
雄

さ
ん
、
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進

の
高
山
俊
吉
弁
護
士
が
連
帯
の
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

　
関
委
員
長
に
よ
る
基
調
報
告
に
続

き
、
中
村
副
委
員
長
と
弁
護
団
が
解

雇
撤
回
を
訴
え
た
。

と
の
真
実
だ
。
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あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義
　
動
労
千
葉「
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止
闘
争
」の
教
訓
・
上

と
い
う
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
動

労
千
葉
に
と
っ
て
こ
の
闘
争
は
、
農

民
を
支
援
す
る
立
場
に
と
ど
ま
ら

ず
、
自
ら
も
当
事
者
・
主
体
と
し
て

闘
い
に
立
ち
上
が
る
と
い
う
質
的
転

換
の
決
断
で
あ
っ
た
。

て
組
織
の
存
亡
と
労
働
組
合
と
し
て

の
存
在
意
義
を
問
う
重
大
な
問
題
と78年3月開港阻止！鉄路を武器に闘った動労千葉100日闘争

　
は
じ
め
に
／
三
里
塚
闘
争
60
年
の
節
目
に
寄
せ
て

　
１
９
６
６
年
７
月
、
佐
藤
内
閣
が
新
東
京
国
際
空
港
の
建
設
地
を
千

葉
県
成
田
市
三
里
塚
に
閣
議
決
定
し
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
60
年

の
節
目
を
迎
え
た
。
三
里
塚
闘
争
は
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
最
も
激
し

く
長
期
に
闘
わ
れ
て
き
た
永
久
不
滅
の
意
義
を
持
つ
歴
史
的
闘
争
だ
。

　
他
方
、
成
田
空
港
の
機
能
強
化
（
新
滑
走
路
の
建
設
お
よ
び
既
存
滑

走
路
の
延
伸
）
に
伴
う
土
地
取
得
を
め
ぐ
り
、成
田
国
際
空
港
会
社
（
Ｎ

Ａ
Ａ
）
は
７
月
10
日
、
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
「
強
制
収
用
」
の
手
続

き
（
事
業
認
定
の
申
請
）
を
進
め
る
こ
と
を
正
式
に
表
明
し
た
。
あ
ら

た
め
て
三
里
塚
闘
争
と
そ
の
意
義
の
捉
え
返
し
は
、
今
日
の
戦
争
情
勢

と
の
対
決
に
お
い
て
も
決
定
的
に
重
要
だ
。

　
こ
の
闘
い
の
歴
史
に
お
い
て
、
労
働
組
合
と
し
て
「
鉄
路
」
を
武
器

に
農
民
と
連
帯
し
国
家
権
力
の
強
権
に
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
た
の

が
動
労
千
葉
だ
っ
た
。
１
９
７
０
年
代
後
半
に
展
開
さ
れ
た
動
労
千
葉

の
「
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車
輸
送
阻
止
闘
争
」
は
、
労
働
組
合
の
持
つ
本

質
的
な
使
命
と
力
を
考
え
る
際
、時
代
を
超
え
た
重
要
な
教
訓
を
示
す
。

今
号
と
次
号
の
２
回
の
掲
載
で
そ
の
地
平
を
考
え
た
い
。

示
し
た
。

　「
正
義
の
た
め
に
闘
お
う
」
だ
け

で
は
な
く
、「
俺
た
ち
の
労
働
と
農

民
の
命
を
守
る
闘
い
は
地
続
き
だ
」

と
い
う
論
理
を
組
み
立
て
た
こ
と
で

現
場
の
組
合
員
は
迷
い
な
く
立
ち
上

が
っ
た
の
だ
。

2
福
田
政
権
の
開
港
決
定
と
百
日
間

闘
争
へ
の
突
入

　
77
年
３
月
、
時
の
福
田
赳
夫
内
閣

は
、
翌
年
（
78
年
）
３
月
30
日
を
三

里
塚
空
港
の
開
港
日
と
す
る
こ
と
を

閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
国
鉄

当
局
は
具
体
的
な
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
貨

車
輸
送
計
画
を
現
場
に
提
案
し
た
。

　
事
態
が
緊
迫
す
る
中
、
動
労
千
葉

は
77
年
８
月
12
日
に
千
葉
市
民
体
育

館
で
６
０
０
０
人
を
集
め
る
大
決

起
集
会
を
開
催
。
そ
し
て
12
月
冒

頭
、
つ
い
に
開
港
予
定
日
に
向
け
た

「
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止
１
０
０

日
間
闘
争
」の
火
蓋
を
切
っ
た
の
だ
。

正
す
」
と
い
う
現
実
妥
協
路
線
へ
と

舵
を
切
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
動
労
本
部
・
革
マ
ル
は
、
当
局
や

権
力
の
弾
圧
を
恐
れ
、
手
の
ひ
ら
を

返
す
よ
う
に
「（
人
員
削
減
や
労
働

し
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

　
地
元
の
労
働
組
合
と
し

て
動
労
千
葉
は
当
初
か
ら

三
里
塚
農
民
と
連
帯
し
空

港
反
対
を
闘
っ
て
き
た
。

国
鉄
当
局
か
ら
「
ジ
ェ
ッ

ト
燃
料
の
貨
車
を
運
転
せ

よ
」
と
い
う
業
務
命
令
が

下
る
こ
と
は
組
合
員
一
人

ひ
と
り
に
重
大
な
選
択
を

迫
る
も
の
だ
っ
た
。

　「
こ
れ
ま
で
通
り
国
家

の
横
暴
に
対
抗
し
て
闘
う

農
民
の
側
に
立
ち
続
け
る

の
か
。
そ
れ
と
も
、
日
々

の
生
活
の
た
め
に
命
令
に

従
い
、農
民
を
裏
切
っ
て
、

空
港
を
完
成
さ
せ
る
た
め

の
燃
料
輸
送
列
車
の
ハ
ン

ド
ル
を
握
る
の
か
」

　
も
は
や
単
な
る
労
働
条

件
（
賃
金
や
労
働
時
間
）

を
め
ぐ
る
争
い
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
自

分
た
ち
の
労
働
と
闘
い
が

社
会
的
に
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
つ
の
か
。
権
力
に

加
担
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
抵
抗
を
貫
く
の
か
。

放
棄
さ
せ
ら
れ
て
工
場
の
下
請
労
働

者
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
。
成
田
空
港

計
画
は
、
こ
う
し
た
臨
海
開
発
に
続

く
新
た
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
国
土
開
発
の
美
名
の
も
と
に
住

民
の
生
活
や
土
地
を
暴
力
的
に
奪
う

手
法
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
た
の
だ
。

3
新
宿
駅
事
故
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

　
ま
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
鉄
道
輸
送

に
は
社
会
を
震
撼
さ
せ
た
重
大
な
記

憶
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
67
年
８
月
、

新
宿
駅
構
内
で
在
日
米
軍
立
川
基
地

へ
向
か
う
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
貨
物
列
車

が
衝
突
・
炎
上
す
る
大
事
故
が
発
生

し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
燃
料
輸
送
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

を
支
え
る
軍
事
輸
送
そ
の
も
の
で
あ

り
、
日
本
一
の
乗
降
客
数
を
誇
る
新

宿
駅
と
い
う
、
労
働
者
や
学
生
の
日

常
生
活
の
す
ぐ
隣
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

が
存
在
し
て
い
る
現
実
に
、
人
び
と

は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
以

降
、
鉄
道
に
よ
る
燃
料
輸
送
阻
止

は
、
日
本
の
反
戦
運
動
・
労
働
運
動

に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

4
突
き
つ
け
ら
れ
た
「
踏
み
絵
」

　
こ
の
計
画
の
浮
上
は
、
電
車
の
運

転
士
や
検
修
労
働
者
が
所
属
し
て
い

た
動
労
千
葉
地
本
（
ま
だ
本
部
か
ら

の
分
離
・
独
立
前
だ
っ
た
）
に
と
っ

駅
頭
に
は
、
浅
田
光
輝
氏
や
北
原
鉱

治
氏
ら
が
率
い
る
「
動
労
ジ
ェ
ッ
ト

闘
争
支
援
共
闘
会
議
」
の
労
働
者
や

学
生
た
ち
が
連
日
駆
け
つ
け
、
文
字

通
り
身
体
を
張
っ
て
彼
ら
を
支
え
た

の
だ
。

■
第
二
波
闘
争
：
78
年
１
月
10
日
～

２
月
７
日
（
12
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
）

　
年
が
明
け
た
１
９
７
８
年
１
月
10

日
、
動
労
千
葉
は
間
髪
入
れ
ず
に
第

二
波
の
強
力
順
法
闘
争
に
突
入
。
国

鉄
当
局
が
燃
料
輸
送
に
伴
う
設
備
工

事
の
着
工
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
２

月
７
日
、
動
労
千
葉
は
つ
い
に
ス
ト

ラ
イ
キ
を
決
行
す
る
。
輸
送
の
要
衝

（
拠
点
）
で
あ
っ
た
佐
倉
支
部
、
成

田
支
部
の
両
拠
点
を
中
心
に
12
時
間

ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
ち
抜
い
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
当
局
の
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

■
第
三
波
闘
争
：
78
年
２
月
14
日
～

３
月
１
日（
備
蓄
輸
送
の
完
全
阻
止
）

　
開
港
予
定
日
が
翌
月
に
迫
る
中
、

焦
り
を
募
ら
せ
た
国
鉄
当
局
は
、
強

硬
手
段
に
出
る
。
動
労
千
葉
の
運
転

士
が
運
転
を
拒
否
す
る
こ
と
を
見
越

し
、
現
場
の
労
働
者
で
は
な
く
、
管

理
職
で
あ
る
助
役
の
中
か
ら
機
関
士

の
免
許
を
持
つ
者
を
全
国
か
ら
か
き

集
め
、
彼
ら
に
運
転
を
行
わ
せ
る
た

め
の
「
線
見
訓
練
（
実
際
の
路
線
を

事
前
に
走
っ
て
確
認
す
る
訓
練
）」

を
２
月
14
日
か
ら
開
始
し
た
の
だ
。

　
動
労
千
葉
は
こ
れ
を「
ス
ト
破
り
」

と
位
置
づ
け
、
訓
練
を
阻
止
す
る
た

め
に
連
日
の
激
し
い
決
起
（
第
三
波

闘
争
）
を
展
開
し
た
。

　
そ
し
て
、
当
局
が
燃
料
の
「
備
蓄

輸
送
」
を
開
始
す
る
と
指
定
し
た
３

月
１
日
、
佐
倉
・
成
田
の
両
支
部
は

再
び
強
力
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
。

国
鉄
が
威
信
を
か
け
て
走
ら
せ
よ
う

と
し
た
「
備
蓄
一
番
列
車
」
の
運
行

を
、
完
全
に
阻
止
し
た
の
だ
。

�

（
後
半
は
次
号
）　

燃
料
輸
送
め
ぐ
り
試
さ
れ
た
真
の
労
農
連
帯

1
開
港
問
題
と
暫
定
貨
車
輸
送
計
画

　
当
時
、
政
府
は
国
際
空
港
の
建
設

を
三
里
塚
の
地
で
強
硬
に
進
め
て
い

た
。こ
れ
に
対
し
、地
元
農
民
に
よ
っ

て
「
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同

盟
」
が
結
成
さ
れ
、
激
し
い
反
対
運

動
が
展
開
さ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
反
戦

闘
争
や
安
保
闘
争
と
も
結
合
し
「
軍

事
空
港
反
対
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
運

動
の
象
徴
と
な
っ
た
。

　
71
年
９
月
に
は
機
動
隊
を
投
入
し

て
強
制
的
に
土
地
を
収
用
す
る
「
第

二
次
強
制
代
執
行
」
が
行
わ
れ
、
闘

争
は
流
血
の
事
態
に
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、
開
港
に
向
け
た
最
大
の

難
関
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
航
空

機
に
不
可
欠
な
「
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
」

を
ど
の
よ
う
に
し
て
現
地
ま
で
運
ぶ

か
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。

　
当
初
、
空
港
公
団
は
千
葉
港
か
ら

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
敷
設
し
て
燃
料
を

送
り
込
む
計
画
を
立
て
た
。し
か
し
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
通
過
す
る
沿
線
住

民
や
自
治
体
か
ら
「
爆
発
の
危
険
が

あ
る
」「
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
い

な
い
」
と
猛
烈
な
反
対
を
受
け
、
計

画
は
完
全
に
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
。

　
そ
こ
で
政
府
と
国
鉄
当
局
が
打
ち

出
し
た
の
が
、「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が

完
成
す
る
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し

て
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
タ
ン
ク
貨
車

に
詰
め
、
既
存
の
鉄
路
（
総
武
本
線

や
成
田
線
な
ど
）
を
使
っ
て
毎
日
大

量
に
運
ぶ
」
と
い
う
暫
定
貨
車
輸
送

計
画
だ
っ
た
の
だ
。

2
京
葉
臨
海
埋
め
立
て
か
ら
成
田
へ

　
背
景
に
は
千
葉
県
の
開
発
の
歴
史

が
深
く
影
を
落
と
す
。
１
９
５
０
年

代
以
降
、
千
葉
県
企
業
庁
が
主
導
す

る
京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
と

大
規
模
な
埋
立
開
発
が
強
権
的
に
進

め
ら
れ
、
多
く
の
漁
民
が
漁
業
権
を

　
闘
争
を
支
え
た
「
四
つ
の
視
点
」
の
確
立

1
闘
争
を
支
え
た
「
四
つ
の
視
点
」

の
論
理

　
76
年
12
月
、
動
労
中
央
委
員
会
に

お
い
て
、千
葉
地
本
が
提
出
し
た「
三

里
塚
開
港
粉
砕
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
貨

車
輸
送
阻
止
」
の
決
議
が
、
建
前
上

は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
る
。
こ
れ

を
受
け
て
千
葉
地
本
は
、
77
年
１
月

の
地
本
定
期
委
員
会
で
具
体
的
な
取

り
組
み
を
正
式
に
決
定
、「
四
つ
の

視
点
」
を
提
起
す
る
。

　
第
一
に
、「
三
里
塚
空
港
反
対
・

労
農
連
帯
の
視
点
」。
労
働
者
と
農

民
は
社
会
を
変
え
る
対
等
な
仲
間
で

あ
る
と
い
う
連
帯
を
掲
げ
た
。

　
第
二
に
、「『
危
険
な
も
の
は
運
ば

な
い
』
運
転
保
安
確
立
の
視
点
」。

乗
務
員
自
身
の
命
と
沿
線
住
民
の
安

全
を
危
機
に
晒
す
た
め
、
労
働
の
現

場
か
ら
こ
れ
を
拒
絶
す
る
。

　
第
三
に
、「
労
働
強
化
は
許
さ
な

い
、
反
合
理
化
闘
争
の
視
点
」。
危

険
物
輸
送
に
伴
う
現
場
の
精
神
的
・

肉
体
的
負
担
の
増
大
（
労
働
強
化
）

を
、
安
全
対
策
も
不
十
分
な
ま
ま
現

場
に
押
し
付
け
る
な
と
い
う
職
場
防

衛
の
論
理
だ
。

　
第
四
に
、「
組
織
破
壊
を
許
さ
な

い
と
い
う
視
点
」。
組
合
員
へ
の
処

分
や
本
部
の
介
入
に
よ
る
組
織
の
切

り
崩
し
に
対
し
て
、
団
結
し
て
組
織

を
守
り
抜
く
と
い
う
強
固
な
意
志
を

　
開
港
阻
止
へ
鉄
路
を
武
器
に
実
力
闘
争

　
こ
の
１
０
０
日
間
に
及
ぶ
戦
い

は
、
緻
密
に
計
算
さ
れ
た
戦
術
と
、

現
場
の
圧
倒
的
な
実
力
行
使
に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
た
。

違
反
し
な
い
が
、
過
密
な
ダ
イ
ヤ
で

運
行
さ
れ
て
い
る
日
本
の
鉄
道
で
こ

れ
を
一
斉
に
行
う
と
列
車
は
瞬
く
間

に
大
遅
延
を
起
こ
す
。
鉄
道
労
働
者

な
ら
で
は
の
高
度
な
現
場
戦
術
だ
。

　「
総
武
線
は
わ
が
手
に
あ
り
」
の

合
言
葉
の
も
と
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
る

組
合
員
が
一
体
と
な
っ
て
順
法
闘
争

を
展
開
し
た
結
果
、
総
武
線
沿
線
の

各
駅
は
列
車
を
待
つ
人
び
と
で
あ
ふ

れ
か
え
る
状
態
が
現
出
し
た
。
こ
れ

に
対
し
運
輸
大
臣
や
自
民
党
が
「
順

法
闘
争
に
刑
事
罰
を
科
す
べ
き
だ
」

と
激
昂
し
、
主
要
マ
ス
コ
ミ
は
「
乗

客
を
人
質
に
取
っ
た
、
労
働
組
合
に

あ
る
ま
じ
き
暴
挙
」
と
一
斉
に
バ
ッ

シ
ン
グ
の
大
合
唱
を
行
っ
た
。

　
し
か
し
、
動
労
千
葉
の
組
合
員
た

ち
は
屈
し
な
か
っ
た
。「
三
里
塚
の

農
民
と
の
連
帯
」
と
い
う
揺
る
ぎ
な

い
大
義
に
加
え
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
や

■
第
一
波
闘
争
：
77
年
12
月
３

日
～
５
日
（
強
力
順
法
闘
争
）

　
闘
争
の
最
初
の
ヤ
マ
場
は
、

12
月
３
～
５
日
に
展
開
さ
れ
た

「
強
力
順
法
闘
争
」。

　
順
法
闘
争
と
は
、
ス
ト
ラ
イ

キ
と
は
異
な
り
、「
鉄
道
の
安

全
規
則
や
各
種
の
規
程
を
厳
格

に
守
っ
て
運
転
す
る
」
と
い
う

戦
術
。
例
え
ば
、「
視
界
が
少

し
で
も
悪
け
れ
ば
徐
行
す
る
」

「
駅
の
停
車
時
間
を
１
秒
の
乱

れ
も
な
く
安
全
確
認
に
費
や

す
」
と
い
っ
た
行
為
を
徹
底
す

る
。

　
規
則
を
忠
実
に
守
っ
て
い
る

た
め
、
形
式
上
は
業
務
命
令
に

　
裏
切
る
動
労
本
部
と
の
決
定
的
対
立

　
三
里
塚
闘
争
の
継
続
と
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
輸
送
を
め
ぐ
り
、
動
労
千
葉
地

本
と
、
動
労
本
部
に
は
重
大
な
対
立

が
生
ま
れ
て
い
た
。

　
当
時
の
労
働
運
動
、
特
に
国
鉄
を

め
ぐ
っ
て
は
、
75
年
の
ス
ト
権
ス
ト

の
敗
北
を
契
機
に
地
殻
変
動
が
起
き

て
い
た
。
こ
れ
以
降
の
春
闘
は
労
働

者
側
の
敗
北
が
続
き
、
労
働
運
動
全

体
が
急
速
に
右
傾
化
・
後

退
を
始
め
て
い
た
。
国
労

は
、
当
局
へ
の
対
決
姿
勢

を
弱
め
、「
正
す
べ
き
は

強
化
を
受
け
入
れ
る
）合
理
化
推
進
」

の
論
理
を
主
張
し
始
め
、
三
里
塚
闘

争
へ
の
敵
対
を
深
め
た
。

　
し
か
し
、
動
労
千
葉
地
本
は
、「
職

場
の
労
働
者
の
団
結
と
、
現
場
の
生

の
実
力
に
依
拠
し
て
、
真
正
面
か
ら

国
鉄
当
局
・
国
家
権
力
と
対
峙
す
る
」


